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公開鍵のエクスポート手順  公開鍵のエクスポートは何回でも行うことができます。 

公開鍵のファイルは 

  ◆法人代表者証明書の場合・・・PMDA に提出、または ICSR 受付サイトへの登録に必要なファイル 

  ◆個人証明書の場合・・・申請電子データシステム（ゲートウェイシステム）のユーザ登録に必要なファイル 

 

1．「個人」タブに表示されている一覧の中から、エクスポートする証明書を選択して「エクスポート」をクリックします。 

     下記画面の表示手順は 

https://www.medis.or.jp/6_pki/manual.html#section2 「電子証明書の確認手順」 

を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．証明書のエクスポートウィザードが表示されたら、「次へ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.medis.or.jp/6_pki/manual.html#section2
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3．証明書のエクスポートウィザードが表示されたら、「いいえ、秘密キーをエクスポートしません」を選択して 

「次へ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4．「DER encoded binary X.509」 が選択されていることを確認して 「次へ」 をクリックします。 
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5．参照ボタンをクリックして、任意の保存先とファイル名を指定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6．保存先とファイル名を入れて「保存」をクリックします。 

下図は、保存先：デスクトップ  ファイル名：公開鍵 とした例です 
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7．ファイル名に指定した保存先とファイル名が表示されていることを確認して「次へ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8．「完了」をクリックして、「正しくエクスポートでされました」の表示画面で「OK」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定した場所にファイルが保存されていることを確認してください。ファイル名の後につく拡張子は 『 .cer 』 になります。公開

鍵のファイルは右記のアイコンで表示されます。 

ファイル容量は 1KB 程度です。ダブルクリックすると証明書の所有者情報や有効期間の確認ができます 


